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北海道新幹線
「談合疑惑」

疑惑の徹底究明と
道民的議論を !!

　北海道新幹線札幌延伸工事のレール敷設をめぐり、建設会社などが受注調整を行っ
たとされる談合疑惑が浮かび上がりました。丸山はるみ・真下紀子両道議は日本共産
党北海道委員会、札幌市議団とともに、５月26日「疑惑の徹底究明と道民生活を支
える公共交通機関として在来線の維持・存続」を求め会見を行い声明発表しました。

中
止
も
含
め
道
民
議
論
を

札
幌
延
伸
に
関
す
る
総
事

業
費
は
当
初
の
二
倍
以
上
の

３
兆
５
千
億
円
に
膨
れ
上
が
る

試
算
が
発
表
さ
れ
、
財
務
省
は

費
用
対
効
果
に
つ
い
て
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
中
止
す
べ
き
水

準
」と
し
て
い
ま
す
。「
談
合
」

に
よ
り
建
設
費
が
増
大
し
、
国

民
・
道
民
の
負
担
が
増
加
す
る

こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
声
明
で
は
談
合
疑
惑
の
徹

底
解
明
と
工
事
の
一
時
中
断
、

財
政
負
担
や
環
境
影
響
、
平
行

在
来
線
問
題
も
踏
ま
え
、
札
幌

延
伸
工
事
は
い
っ
た
ん
凍
結

し
、
中
止
も
含
め
た
道
民
議
論

を
行
う
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

道
民
生
活
を
支
え
る

公
共
交
通
機
関

在
来
線
の
維
持
・
存
続
を

丸
山
道
議
は
会
見
で
、「
談
合

に
よ
っ
て
入
札
価
格
が
つ
り
上

げ
ら
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
そ
の

負
担
は
当
然
自
治
体
住
民
に
降

り
か
か
る
。
何
の
た
め
の
、
誰

の
た
め
の
新
幹
線
延
伸
な
の
か

が
厳
し
く
問
わ
れ
て
い
る
」
と

指
摘
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
平

行
在
来
線
の
バ
ス
転
換
は
、
ド

ラ
イ
バ
ー
不
足
解
消
の
め
ど
が

立
た
ず
に
実
現
の
可
能
性
は
薄

い
と
い
う
の
が
地
元
住
民
の
率

直
な
声
。
新
幹
線
が
走
っ
て
も

学
校
に
行
け
な
い
、
買
い
物
に

行
け
な
い
地
域
で
よ
い
の
か
。

北
海
道
新
幹
線
は
一
旦
工
事
を

中
断
し
、
地
域
住
民
の
た
め
の

公
共
交
通
と
は
ど
ん
な
も
の
な

の
か
と
い
う
視
点
で
、
工
事
中

止
も
含
め
た
道
民
的
議
論
が
必

要
で
は
な
い
か
」と
述
べ
ま
し
た
。

記者会見に臨む共産党道議団
(左から )丸山・真下両道議

小
樽
商
工
会
議
所
で
は
、
３
月

23
日
に
石
油
関
連
商
品
の
値
上
げ

や
供
給
不
足
に
関
す
る
特
別
相
談

窓
口
を
設
け
る
と
と
も
に
、
市
内

の
事
業
者
か
ら
聞
き
取
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
、
人
件
費
の
上
昇

や
電
気
料
金
の
引
き
上
げ
に
、
思

う
よ
う
に
価
格
転
嫁
で
き
て
お
ら

ず
厳
し
い
経
営
状
況
だ
と
い
い
ま

す
。商

工
会
議
所
の
相
談
に
は
至
ら

な
い
も
の
の
、
原
油
不
足
の
影
響

は
先
が
見
え
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
で
生

じ
た
そ
の
ま
ま
の
返
済
が
続
い
て

い
る
事
例
も
あ
り
、
対
応
に
苦
慮

し
て
い
る
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

小
樽
商
工
会
議
所
で
は
、
経
営

相
談
等
に
は
随
時
、
適
切
な
支
援

に
つ
な
げ
て
い
く
と
応
じ
ま
し

た
。

す
で
に
北
海
道
商
工
団
体
連
合

会
が
４
月
に
北
海
道
に
要
請
を
し

て
い
ま
す
が
、
小
樽
民
主
商
工
会

で
も
小
樽
市
に
要
請
を
す
る
と
聞

き
、丸
山
道
議
が
同
席
し
ま
し
た
。

青
柳
邦
夫
会
長
は
、
家
の
塗
装

を
請
け
負
っ
た
も
の
の
、
在
庫
の

塗
料
で
は
車
庫
し
か
塗
れ
な
い
塗

装
業
者
の
実
情
を
語
り
ま
し
た
。

灯
油
を
扱
う
会
員
は
、
値
上
げ
幅

が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
時
の
比
で
は
な

く
、
出
荷
調
整
を
心
配
し
て
い
ま

す
。ウ

ニ
の
箱
詰
め
を
途
中
ま
で
で

あ
と
を
任
せ
て
き
た
と
い
う
会
員

は
、
商
品
を
運
ぶ
際
の
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
の
値
段
が
５
月
か
ら
３
割

も
値
上
げ
、
価
格
に
転
嫁
で
き
ず

苦
し
い
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

小
樽
市
は
、
現
在
の
物
価
高
騰

対
策
は
イ
ラ
ン
攻
撃
の
前
に
国
会

で
決
議
さ
れ
た
も
の
が
原
資
と
な

っ
て
お
り
、
事
態
は
一
層
深
刻
で

あ
る
と
の
認
識
を
示
し
、
市
内
事

業
者
の
相
談
に
適
切
に
対
応
す
る

と
と
も
に
、
道
や
国
に
対
し
必
要

な
対
策
を
求
め
て
い
く
と
応
じ
ま

し
た
。

ー小樽民主商工会が小樽市に対応を要請ー

小
樽
商
工
会
議
所
訪
問

「
特
別
相
談
窓
口
」を
設
置

対
応
に
当
た
る

( 左奥から )山崎久事務局長、薄井洋仁専務理事、笹原馨次長兼業務課長、
原崎美衣相談課長経営指導員

　２月の米国とイスラエルによる、イランへの軍事攻撃が引き金となり、ホルム
ズ海峡が事実上の閉鎖。原油だけでなくプラスチック原料となる「ナフサ」不足
の影響が、中小事業者を脅かしています。小樽商工会議所をお訪ねし、事業者の
皆さんの実態をお聞きしました。

イラン戦争がもたらす物価高・
資材不足から暮らしと営業守れ



依存症対策は不十分、それでもＩＲは推進⁉
シンポジウム「若年者のギャンブル依存症を防ごう」

　ギャンブル依存症が若者の間に増えているにもかかわらず対策は不十分なまま、道内へ
のカジノを含む IR誘致のために有識者懇談会が重ねられています。　
　そうしたなか、丸山道議は札幌で行われた「ギャンブル依存症を考えるシンポジウム」
に参加しました。

オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
で
増
え
る

若
者
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症

日
本
は
街
中
に
パ
チ
ン
コ･

パ

チ
ス
ロ
が
あ
り
、
世
界
中
の
同
様

の
ゲ
ー
ミ
ン
グ
機
械
の
６
割
が
国

内
に
あ
る
と
い
う
ギ
ャ
ン
ブ
ル
大

国
で
す
。

最
近
は
、
競
馬
な
ど
公
営
ギ
ャ

ン
ブ
ル
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル

に
起
因
す
る
問
題
に
悩
む
若
者
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

｢

国
内
に
カ
ジ
ノ
は
い
ら
な
い｣

依
存
症
対
策
は
全
く
不
十
分

国
の
デ
ー
タ
か
ら
推
計
す
る
と
、

道
内
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
者
は
、

約
７
万
３
千
人
。
し
か
し
、
医
療

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
は
わ
ず
か

３
百
人
ほ
ど
。

大
谷
大
学
滝
口
直
子
名
誉
教
授

は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
や
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
規
制
と
比
較
し
、

日
本
の
Ｉ
Ｒ
整
備
法
に
規
定
さ
れ

た
カ
ジ
ノ
規
制
は
利
用
金
額
に
上

限
規
制
が
な
い
な
ど
、
依
存
症
対

策
に
な
ら
な
い
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
道
の
有
識
者
懇
談
会
の

構
成
員
で
も
あ
る
精
神
科
の
田
辺

等
医
師
は
「
若
い
ほ
ど
脳
の
仕
組

み
が
変
化
し
行
動
や
欲
求
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
失
う
依
存
形
成
が
早

い
。
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
対
策
と

同
様
に
、
予
防
教
育
を
行
う
こ
と

と
、
宣
伝
を
制
限
す
る
べ
き
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

当
事
者
「
や
め
続
け
な
け
れ
ば

生
き
ら
れ
な
い
」

「
考
え
が
ゆ
が
ん
で
し
ま
う
」

後
半
は
、
今
は
回
復
し
て
い
る

二
人
の
お
話
で
す
。

Ｓ
さ
ん
は
40
代
。
親
に
連
れ
ら

れ
て
競
馬
場
に
行
っ
て
い
た
と
い

い
ま
す
。
教
師
に
な
り
た
か
っ
た

Ｓ
さ
ん
で
す
が
、
参
考
書
を
買
う

と
、
も
ら
っ
た
お
金
で
ギ
ャ
ン
ブ

ル
、
バ
イ
ト
先
で
お
金
を
ご
ま
か

す
な
ど
し
て
、
ゆ
き
づ
ま
り
20
代

で
引
き
こ
も
っ
た
こ
と
も
。
30
代

の
と
き
母
親
が
ガ
ン
に
か
か
り
、

治
療
代
に
と
限
度
額
い
っ
ぱ
い
借

り
た
お
金
の
一
部
で
ま
た
ギ
ャ
ン

ブ
ル
。
多
重
債
務
に
陥
り
特
殊
詐

欺
に
も
手
を
染
め
…

今
は「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を
や
れ
ば
、

大
切
な
ひ
と
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
」

と
言
い
ま
す
。

Ｎ
さ
ん
は
20
代
。
16
歳
で
友
人

と
パ
チ
ン
コ
屋
へ
。
店
を
追
い
出

さ
れ
て
も
３
歳
上
の
兄
の
保
険
証

を
使
い
、
パ
チ
ン
コ
を
。
20
歳
で

公
営
ギ
ャ
ン
ブ
ル
、
21
歳
で
ヤ
ミ

金
に
ま
で
手
を
出
し
多
重
債
務
で

親
に
「
助
け
て
」
と
。「
も
う
や
ら

な
い
で
」
と
い
う
親
に
心
の
中
で

「
早
く
金
出
せ
」と
思
っ
て
い
た
。

治
療
を
受
け
回
復
し
た
今
は
、
考

え
方
が
お
か
し
く
な
っ
て
い
た
と

分
か
る
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

お
二
人
と
も
現
在
は
働
き
な
が

ら
自
助
グ
ル
ー
プ
に
週
４
〜
５
回

と
ほ
ぼ
毎
日
通
い
、
通
院
も
続
け

て
い
ま
す
。

丸
山
道
議
が
Ｉ
Ｒ
誘
致
に
つ
い

て
聞
く
と
、
お
二
人
と
も
に
「
カ

ジ
ノ
が
で
き
れ
ば
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依

存
症
で
苦
し
む
人
が
新
た
に
出
て

く
る
こ
と
を
防
げ
な
い
」
と
言
い

ま
す
。
新
た
な
犠
牲
者
を
生
む
カ

ジ
ノ
に
よ
る
経
済
振
興
は
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
。

～広報委員会～北陸3県で広報や主権者教育の取り組みを視察

タ
ブ
ロ
イ
ド
判
４
頁
、

充
実
の
県
議
会
だ
よ
り

新
潟
県
は
、
人
口
約

２
０
９
万
人
、
世
帯
数
約

92
万
世
帯
（
令
和
７
年
３

月
時
点
）。
年
４
回
行
わ

れ
る
定
例
会
ご
と
に
約

50
万
部
の
県
議
会
だ
よ
り

を
発
行
し
て
い
ま
す
。

代
表
質
問
と
一
般
質
問

を
し
た
議
員
ご
と
に
主
な

内
容
を
掲
載
。
音
声
版
も

あ
り
、
録
画
中
継
、
会
議

録
に
も
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
ア

ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

小
中
学
生
の
議
会
体

験
、
小
学
生
対
象
の
夏
休

み
県
議
会
ツ
ア
ー
が
好
評

で
す
。

こ
れ
が
県
議
会
だ
よ
り
⁉

ま
る
で
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

富
山
県
議
会
は
、
学
生

を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

議
会
だ
よ
り
を
年
１
回
、

５
万
部
を
作
成
し
、
県
内

す
べ
て
の
高
校
生
に
配

布
、
公
民
館
や
図
書
館
に

配
架
。
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
入

札
で
業
者
が
作
成
し
ま
す

が
、
思
い
切
っ
た
デ
ザ
イ

ン
と
内
容
に
道
議
会
広
報

委
員
は
興
味
津
々
。

高
校
や
大
学
を
対
象
に

議
員
の
出
前
講
座
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

高
校
生
県
議
が

本
会
議
場
で
提
言
を
発
表

ふ
く
い
高
校
生
県
議
会

は
、
高
校
生
５
名
程
度
で

チ
ー
ム
を
組
み
５
チ
ー
ム

程
度
が
参
加
。
事
前
に
各

校
を
議
員
が
訪
問
し
、
質

問
づ
く
り
を
ア
ド
バ
イ

ス
。
知
事
部
局
と
の
質
疑

を
経
て
本
会
議
場
で
発

表
。
県
政
に
対
し
、
関
心

が
高
ま
っ
た
と
感
想
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
会
議
中
継
に
は
３
人

の
手
話
通
訳
士
が
20
分
交

替
で
あ
た
る
と
聞
き
、
感

心
し
ま
し
た
。

道
議
会
広
報
委
員
会
で

は
昨
年
度
、
そ
れ
ま
で
の

視
察
を
参
考
に
大
学
生
と

の
懇
談
会
を
実
施
。
そ
の

内
容
を
中
心
に
、
高
校
生

向
け
広
報
誌
を
作
成
し
ま

し
た
。

今
後
も
道
議
会
へ
の
関

心
を
高
め
る
取
り
組
み
を

充
実
さ
せ
た
い
と
こ
ろ
で

す
。

　道議会の広報委員会は、北海道維新
の会を除く各会派から一人ずつ、５人
の議員が所属しています。
　新潟、富山、福井の各県議会を視察
しました。

～つなげ！原水爆禁止国民平和大行進～
　1958年、たったひとりの青年の行動から始まった取
り組みが今年68年目を迎えました。
　丸山道議は、道議会では憲法論議を求める意見書や国
旗等の法的保護を求める意見書が日本共産党の反対むな
しく、賛成多数で採択されたことを報告。国民平和大行
進を、戦争のない日本でたくさんの人の参加で繋いでい
く決意です。




